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政府筋・経団連等の動向

社）ＳＣＣＣリアルタイム経営推進協議会

兼子 邦彦

２０２３年 ５月１５日
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１．経団連「サプライチェーン委員会」

２．「Ouranos Ecosystem
（ウラノス エコシステム）」
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１．経団連「サプライチェーン委員会」
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＊大企業の管理職約30名が参加
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銀行振込
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窓口 ＡＴＭ
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通帳記帳
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Ｐ－１２ＤＡＤＣ「契約・決済プロジェクト」で検討
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＊インボイス対応で全銀ＥＤＩ（ＺＥＤＩ）との連携を検討：ＤＩ－ＺＥＤＩ
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経団連「サプライチェーン委員会」企画部会
での質疑応答

兼子：（他に質問者おらず一番目の質問）
政府相互運用性フレームワークにおいて、「入金消
込」を先行するとしていますが、政府調達の一番の
問題点は、「入金消込」では無く、 「金流が悪い（支
払が遅い）」ことであると指摘しました。
民間においては、「回収は早く、支払はなるべく遅く」
が基本となっており、「回収も支払も早く」するために
も、政府調達の「金流を良く」する必要があります。

大久保（デジタル庁）：（経団連からの意見と認識）
「河野大臣からも言われているので、金流も考慮す
る」との回答でした。
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２．「Ouranos Ecosystem
（ウラノス エコシステム）」
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中小企業庁・デジタル庁・デジタル田園都市国家構
想等の「データ連携基盤」が、「Ouranos Ecosystem
（ウラノス エコシステム）」に統一されました。

「ウラノス」はラテン語“天空の神”で、業界や国境を
またいだ「データ連携」と「データ利活用」の枠組みだ
そうです。担当は、情報経済課須賀千鶴課長（ＳＣＣ
Ｃ育ての親）です。

名前が決まっただけで、中身はまだ白紙状態です！
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・デジタル田園都市国家構想で
検討している「データ連携基盤」
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